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第 4章 脳動脈瘤壁の肥厚部位を特定する血行力学パラメータに関する数値解析 
脳動脈瘤壁の肥厚部位を特定する新たな血行力学パラメータを提案することを目的とした．従来用い
られてきた，TAWSS，OSI，RRT などの血管壁近傍の流れの情報のみを利用したパラメータに対し
て，より壁から離れた内部の血流の情報を含んだパラメータを検討した．動脈瘤の肥厚部位で大きな
値をとる RRT に対して，壁から離れた血流の情報を付加することにより，肥厚部位を正確に特定出
来るパラメータである SRRT を提案した．本章では，脳動脈瘤の好発部位の一つである前大脳動脈
(AcoA)に発症した脳動脈瘤について血流の数値解析（CFD）を行い，得られる血流動態や血行力学の
情報と臨床画像を比較して，提案したパラメータ SRRTが脳動脈瘤壁面の肥厚部位を特定できるかに
ついて検討した．肥厚部位ではRRTが高い値を示すが，肥厚部位以外でもRRTは高い値を示す場合
があるため，RRTは肥厚部位の特定の必要条件と考えられる．これに対して SRRTは，RRTが高い
部分のうちで，肥厚部位では負の高い値を示し，肥厚以外の部分では正の高い値を示すため，SRRT
が負で高い値を示すことにより，肥厚の十分条件を与える可能性が示唆された． 
